
国立市コミュニティワゴンの利用状況 

 

平成２７年度からの国立市コミュニティワゴンあおやぎっこの利用状況は下図の通りである（あ

おやぎっこは定員１０人のワンボックスカーを使用した定時定路線の乗合交通）。 

コロナ禍前は、北西中ルートの利用者数が平成３０年度に19,875人となり過去最高となって

いたが、令和２年１月ごろから国内に新型コロナウィルス感染者が確認されるようになり令和２年

度の利用者数は１５,６７５人にとどまった。 

その後、次第に回復し令和６年度実績では１９，７２５人となった。新型コロナウィルス感染症が

２類から５類に変更されて２年以上が経過し、ほぼコロナ禍以前の状況に戻っている。 

なお令和６年度の収支率は２０．１％となっている（コロナ禍前の平成30年度は25.5％、コロ

ナ禍で最も影響を受けた令和２年度は 15.5%）。 

 

 
 

（参考） 

・平成２６～２８年度はくにっこミニ青柳ルートとして試行運行。試行運行継続条件である一か月平均で一日70

人を超えることは無かったが、一日５０人を超えていたこと、青柳地域には公共交通がなかったことなどから

から平成２９年度以降も試行運行を継続。その後平成３１年４月から本運行となり同年９月に「あおやぎっこ」

の愛称決定と車両のフルラッピング実施。 

・道路幅員などの条件からルート変更は難しく、また、覚えやすい３０分間隔のダイヤも変えにくいことから平成

28年度からほぼ現在のルート・ダイヤで運行している。 

・専用回数券の表紙５枚（５冊分）で、表紙のない回数券１冊をプレゼントしていたが、令和６年７月いっぱいで終

了した。 
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